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多治見市下水道用鋳鉄製マンホールふた 特記仕様書 

令和８年９月１日 

１．適用範囲 

この特記仕様は、本市が使用する下水道用鋳鉄製マンホールふた 呼び600（以下「マンホールふた」

と言う。）に適用し、その種類は次のとおりとする。 

 

２．種類 

種類 荷重仕様 使用箇所*2 備考 

新次世代型ふた 

(2024技術マニュアル *1準

拠) 
T-25 

車道幅員5.5ｍ以上 

※5.5ｍ未満であって

も大型車両の通行があ

る、交通量の多い道路

及び拡幅計画道路は

T-25とする 

 

T-14 

車道幅員5.5ｍ未満及

び歩道  

※5.5ｍ以上であって

も、団地等の区画道路

部分は、T-14とする 

① 合流区域等、管路内の圧力の影響を

受け易い場所 

② 異常食い込みによるふた開放が困難

と思われる場所 

③ 国道、県道及び片側２車線の市道 

④ 腐食環境下の場所 

 

蓋の種類による使

用箇所については、

道路及びその他状

況により、適宜使い

分けをするこが可

能（協議）。 次世代型ふた 

(2007技術マニュアル *2準

拠、または、建設技術審査

証明の取得) 

① 合流区域等、管路内の圧力の影響を

受け易い場所 

② 異常食い込みによるふた開放が困難

と思われる場所 

デザインふた 

(JSWAS G-4準拠) 

 

① 歩道 

② デザイン性が求められる場所 

 

*1 （公財） 日本下水道新技術機構発行『アセットマネジメントの実践に向けた次世代型マンホール蓋技術マニュア

ル』(2024年6月発行)を示す。 

*2 （財） 下水道新技術推進機構発行『次世代型マンホールふたおよび上部壁技術マニュアル』(2007年3月発行)を示

す。 

 

３．性能項目  

３－１．新次世代型ふた 

次世代型ふたについては、（公財） 日本下水道新技術機構発行の『アセットマネジメントの

実践に向けた次世代型マンホール蓋技術マニュアル』(2024年6月)（以下、「2024技術マニュアル」

という。）に準拠した性能とする。なお、防食性能については、硫酸浸漬試験（傷あり､pH1）の

条件も実施すること。 

３－２．次世代型ふた 

次世代型ふたについては、(財)下水道新技術推進機構発行『次世代型マンホールふたおよび上

部壁技術マニュアル』(2007年3月発行)（以下「2007技術マニュアル」と言う。」）に準拠した性

能、または『建設技術審査証明』を取得したものとする。 

３－３．デザインマンホールふた (JSWAS G-4準拠型) 

デザインマンホールふたについては、日本下水道協会規格（JSWAS）G-4に準拠した性能とする。 
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４．性能確認方法 

４－１．新次世代型ふた 

新次世代型ふたの製品検査は、2024技術マニュアルの性能に基づく（公財）日本下水道新技術機

構の建設技術審査証明書の取得、または、検査が確実・公平に透明性を持って実施できる公的試験

所もしくは第三者性を証明できる試験所（ISO/IEC17025取得等）で実施し、その証明書を提出する

こと。 

材料承認については、事前にマンホール蓋の性能が2024技術マニュアルに準拠していることを証

明する建設技術審査証明書の写し、または試験成績書等の資料を添付した承認申請を本市担当者に

提出し材料承認を得ること。  

４－２．次世代型ふた 

次世代型ふたの材料承認については、事前にマンホールふたの性能が2007技術マニュアルに準拠

または、建設技術審査証明を取得していることを証明する試験成績所などの資料を添付した承認申

請を、本市担当者に提出し承認を得ること。 

４－３．デザインマンホールふた 

デザインマンホールふたの材料承認については、事前にマンホールふたの性能がJSWAS G-4に準

拠していることを証明する承認申請を、本市担当者に提出し承認を得ること。 

 

上記３－１～３について、検査に供する製品及び検査費用は、製造業者負担とする。 
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５．性能確認項目 

2007及び2024技術マニュアル性能及び試験項目 
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６．表示 

６－１．新次世代型及び次世代型マンホール蓋（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－２．デザインマンホール蓋（例） 

デザインマンホール蓋については「おすい」「うすい」等の文字の種類を本市担当者の指示に

従い設置すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市指定デザイン 

 

 

７．疑義 

以上の事項に該当しない疑義については協議の上決定するものとする。 

｢USUI｣又は 
｢OSUI｣表記 


